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雄飛学園教育構想  『元気あふれる学校』 

《めざす 15歳の姿》 

○基礎学力を身に付け、自分の進路目標に向かって真剣に努力する。 

○倫理観、社会常識を身に付け、正しい判断力をもち行動する。 

○ふるさとに誇りと愛着をもち、社会の一員として自立しようとする。 

 

令和８年度金立小学校教育目標 
 

 『志高く 心豊かに 学ぶ金立』 
 

⇒夢や希望を高くもち、その実現に向け、かしこく、やさしく、たくましく学び、 

ふるさとを愛する子どもを育てる学校（教職員、地域） 

 

か し こ い 子 

⇒課題を「自分事」として捉え、他者と関わりながらよく考え、 

よりよい判断をしようとする児童 

や さ し い 子 

⇒感性が豊かであり、多様な価値を認め、自他を大切にすることができる児童 

た く ま し い 子 

⇒心身の健康を心がけ、元気で生き生きと活動し、粘り強く取り組むことができる児童 

 

⇒ふるさとに誇りをもち、地域との関わりを大切にする児童 

【めざす子ども像（このような子どもを育てます）】 

 

○笑顔があふれ、子どもも教師も自ら学び、自ら考え、共に成長する学校 

○知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を通して、子どもに確かな学力を 

身に付ける学校 

○豊かな人間関係を育み、自他の心身の健康と成長を大切にし、安全・安心に過ごせる学校 

○地域に信頼され、地域・家庭とともに子どもを育てる学校 

○ふるさとの自然・文化を大切にし、ふるさとを愛し誇ることができる子どもを育てる学校 

【めざす学校像（このような学校をめざします）】 

 

○高い倫理観、使命感、人権意識、教育的愛情をもち、規律を遵守することができる教師 

○子どものよさを引き出し、自己肯定感・自己有用感を高めることができる教師 

○子どもの学びをよりよく育むために、自らの指導や授業を不断に見直すことができる教師 

○同僚性をもって協働し、目標実現のための自らの役割を自覚して職務を 

全うすることができる教師 

○子どもや保護者との信頼関係を構築し、地域・家庭との連携を図ることができる教師 

【めざす教師像（このような教師であり続けます）】 



令和８年度の重点目標（本年度はこれらに力を入れて取り組みます。） 

 

 

 

（１）めざす子ども像の確かな実現 

か し こ い 子 ➡ 学力の向上 

    ⇒校内研究の充実と授業の質的改善、学習規律と学習習慣の定着、読書の質と量の充実 等 

や さ し い 子 ➡ 心の教育 

    ⇒自他を大切にする心の育成、いじめの未然防止と積極的認知、規範意識・判断力の育成 

児童養護施設との連携による児童支援、不登校の解消と未然防止、キャリア教育の推進 等  

た く ま し い 子 ➡ 健康・体つくり 

  ⇒運動習慣の定着と体力向上、食育（給食）、落ち着いた学校生活、感染症の予防 等  

ふるさとを愛する子 ➡ 地域連携教育 

  ⇒コミュニティ・スクールが機能する学校づくり、地域人材の積極活用、 

地域行事への積極的な参画 

（２）特別支援教育の充実（個々の児童の「困り感」に寄り添った教育の実現） 

    ⇒教員の児童理解能力と支援スキルの向上、個別の支援計画、特別支援学級増設への 

積極的対応、通常学級における配慮の充実 

（３）働きやすい職場環境づくり（業務改善・教職員の働き方改革の推進） 

（４）地域・保護者に開かれた学校づくり 

 

金立小学校 令和８年度の重点目標 

 各目標の関連イメージ図  

 

 

 

 

 

 

  

（１） めざす子ども像の確かな実現 

・かしこい子     学力向上 

・やさしい子     心の教育 

・たくましい子    健康・体つくり 

・ふるさとを愛する子 地域連携教育 

 

(２) 特別支援教育の充実 

   （個々の児童の「困り感」に寄り添った教育の実現） 

(３)
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（３）（４）の目標は、（１）（２）のいずれの目標実現の 

プロセスにおいても、常に意識して取り組み、実現していく 

ための目標と捉える。 

したがって、 

（１）（２）の重点目標に取り組む際に、常に以下の５点を意識 

 して取り組むこととする。 

 

①人間関係の質の更なる向上 

②目指す方向性や必要な情報の見える化・共有化 

③業務の効率化・適正な勤務時間の管理 

④業務の質の維持・向上 

⑤取り組んでいることの情報発信 

（可能な限り）両立 

『みんなで 自分らしく 輝く』 

【今年度のテーマ】 



金立小学校 令和８年度の重点取組            ●は令和８年度の最重点取組 

重点目標 重点取組の内容 

め
ざ
す
子
ど
も
像
の
確
か
な
実
現 

学
力
の
向
上 

・全職員による共通理解と共通実践 

⇒学力向上対策シートを活用した共通実践 

●校内研究の充実と授業の質的改善 

 ⇒「金立小授業づくりチェックシート」を活用しての授業の不断の見直し 

 ⇒授業づくり（教材分析・指導方法等）についての研修機会の充実 

・学習規律と学習習慣の定着 

⇒「金立小学校 学習の約束」の徹底と家庭学習充実に向けての取組 

●児童の読書の質・量の向上 

 ⇒魅力的な図書室環境づくり、多読賞奨励、ビブリオバトルの継続・発展 

・一人一台学習者用端末のツールとしての効果的活用 

 ⇒学力の向上に資する活用の工夫と情報活用能力の育成 

 ⇒学習者用端末の持ち帰りを有効化するための手立ての工夫 

心
の
教
育 

・児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義

感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動 

 ⇒人権意識を高めるための人権集会の充実と道徳科の授業実践 

・いじめの未然防止と積極的認知による組織的・継続的な対応 

 ⇒「心のアンケート」実施と子ども支援会議における情報共有 

・望ましい生活習慣の確立と規範意識・判断力の育成 

 ⇒「金立スタンダード」の継続と徹底、「暮らしのルールブック」の活用 

●不登校の解消と未然防止の取組 

 ⇒Web「Q-U」結果の効果的活用、委員会活動等を通した自己有用感の育成 

  ⇒不登校児童と保護者へのサポートのための関係機関（SC、SSW等の活用を含めて）と

の連携強化 

・児童が自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちを高める教育活動の推進 

 ⇒キャリア・パスポートを活用したキャリア教育の推進 

●児童養護施設「聖華園」との連携による児童支援 

⇒担任及び学校とホーム担当者との綿密な連携体制の構築 

健
康
・
体
つ
く
り 

・運動習慣の定着と体力向上 

 ⇒「さわやかタイム」（縦割り活動）の実施等による外遊びの奨励 

●望ましい食習慣や生活習慣の形成 

 ⇒給食を通した食育の充実 

⇒オンラインゲーム等ネット利用や SNS利用の情報モラルの指導強化 

・落ち着いた学校生活と感染症等への適切な対応 

 ⇒校内での過ごし方の意識向上と感染症に対する理解促進・適切な予防 

地
域
連
携
教
育 

●コミュニティ・スクールが機能する学校づくり 

 ⇒ＣＳにおける地域と学校との連携を図った教育課程の編成 

・教育活動における支援ボランティアとの連携・充実 

 ⇒地域人材の積極的な活用と地域ボランティア団体等との連携 



特
別
支
援
教
育
の
充
実 

・教職員の児童理解能力・支援スキルの向上と組織的支援 

⇒効果的な研修の実施等による教員の資質向上と学校生活支援員、特別支援学級支援員

との連携強化による要支援児童への組織的支援体制づくり 

●個別の支援計画・指導計画を基にした組織的・継続的な指導 

⇒定期的な支援委員会の開催と適時・適切な情報共有 

⇒支援計画の共有による特別支援学級支援員、学校生活支援員との連携強化 

⇒特別支援学級の授業時数や授業内容の「見える化」と特別支援学級間及び交流学級と

の連携強化 

・通常学級における配慮 

 ⇒「困り感」のある児童への合理的配慮 

・金立特別支援学校との交流活動 

 ⇒交流体験活動を通した実感を伴う特別支援教育への理解啓発 

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り 

・人間関係の質の更なる向上 

 ⇒金立小学校教職員の行動指針として、講話や「校長だより」等での周知 

・目指す方向性や必要な情報の見える化・共有化 

 ⇒講話や「校長だより」等での周知・確認 

・業務精選・効率化の推進及び適正な勤務時間の管理 

 ⇒定時退勤日（金曜）の設定と推進強化 

 ⇒退勤時刻を意識した業務遂行 

  ⇒地域の力を借りた時間外勤務軽減の取組 

・業務の質の維持・向上 

 ⇒目的・効果等を常に確認しながらの業務遂行 

●職場における危機管理意識の向上 

 ⇒実効性が高い「ゼロの日」の実施や職員研修の実施 

 ⇒管理職による「知識」と「意識」を押さえた具体的な指導・注意喚起 

 ⇒お互いに気付き、感じて、声を掛け合うことができる風土の醸成 

地
域
・
保
護
者
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

●学校が取り組んでいることの情報発信 

⇒学校ホームページにより適時な学校情報の発信、「学校便り」や「学級通信」等の各

種便りによる学校の取組、児童の頑張りなどの情報発信 

⇒学校ホームページの周知及び二次元バーコードの活用などによる学校ホームページ

の閲覧数の増加 

・地域の会合や行事等への参加と学校情報の発信 

 ⇒金立まちづくり協議会、自主防災会等の会合への参加と学校情報の提供・各種連

携・協力 

 ⇒金立まちづくり協議会子ども育成部会、青少年健全育成会との積極的連携による地

域行事の開催 

 


